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「知識情報社会の実現に向けた情報通信政策の在り方（平成23年度諮問第17
号中間答申）」総務省情報通信審議会情報通信政策部会（部会長：須藤修）（１） 

• 「これまで、ＩＣＴ利活用については、行政、医療、教育などの
個別分野ごとの情報化を促進することに力点が置かれてき
た。しかしながら、今次震災で顕在化したのは情報の横の連
携ができていないということであった。例えば、行政システム
の住民データと医療データ等を連携させることができていれ
ば、迅速できめの細かい被災者へのケアも可能であったと
考えられる。行政と民間がそれぞれ保有する情報の連携が
出来ていれば、より多角的な観点からデータを分析し、被害
状況をきめ細かく把握することも可能であった。」 



• 「これまでの個別分野ごとの「縦軸」の情報化はもとより、「情
報の利活用」を推進するための情報流通連携基盤の実現と
いう「横軸」の取り組みをＩＣＴ総合戦略として最重要の課題と
して位置づけるべきである。この取り組みを通じて、情報の
流通・連携を通じた「人と人との絆」が深まり、耐災害性や効
率性の高い社会経済システムが構築されることにより、東日
本復興及び日本再生を支え、ひいては、そのプロセスの先
にある知識情報社会を実現していくことが期待される。」 
 

 川端総務大臣記者会見（2011年9月12日） 
• 情報連携基盤（特に自治体、医療機関、教育機関の情報連

携）構築に総務省は注力する。とくに被災地の基盤は世界ト
ップクラスの水準で整備を行うことを表明。 

「知識情報社会の実現に向けた情報通信政策の在り方（平成23年度諮問第17
号中間答申）」総務省情報通信審議会情報通信政策部会（部会長：須藤修）（２） 



最先端研究開発支援プログラム 
「最高速データベースエンジンの開発と当該エンジンを核とする戦略的社会
サービスの実証・評価」（中心研究者：喜連川優）－－須藤修は分担研究者 
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＜参考＞欧州環境庁 Eye On Earth 
http://www.eyeonearth.eu 

 課題の独自性 
1. 社会経済的な成果目標 

– 「環境と経済のデカップリン
グ」を達成できる産業連関
と、その創成を促す政策的
手段を明らかにする。 

2. 学術的な成果目標 
– 環境経済データの測定精

度の向上。 
– 利活用が容易なデータ収集

・分析手法の開発。 
– 収集されたデータとデータ

ベース・ユーザーからのフィ
ードバックを連結させ、政策
立案、効果測定の基礎資
料を作成する。 

 
 

 
– EU32カ国22,000地点の水質観測情報 
– EU32カ国1,000地点の大気質観測情報 
– 住民からのフィードバックが可能な双方向

型の評価システム 
– モバイルによる市民の利用拡大 

 

経済成長と環境保全の両立（Sustainable Development） 
First喜連川チーム、責任者：須藤修 

 環境観測データと経済データを関係づけ、ユーザーのデータ利活用の在り方を
分析し、自治体の地域政策の策定に資する。 



• 現在、複数の自治体とデータ分析・予測モデ
ルについて協議中 
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経済成長と環境保全の両立（Sustainable Development） 
First喜連川チーム、責任者：須藤修 
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そうそう、インスリン
打ち忘れていた。 
すぐに打とう！ 

運動不足だし、一駅
手前で降りて歩こ
う！！ 

ちょっと早すぎたか。 
効果的なウォーキ
ングのため、少し

ペースダウンしよう。 

食事が楽しくて薬のこと
を忘れてた。 
忘れないうちに、飲んで
おこう。 

食事中に・・・ 

電車の中で・・・ 血糖測定時に・・・ 

歩いている時に・・・ 

電車に乗りましたね。
一駅前に降りて歩
きませんか。 

血糖が高めです。
インスリンは打ち忘
れていませんか 

お食事ですね。
食前のお薬は
飲みましたか。 

心拍数が上
がってます。も
う少しゆっくり
歩いてください。 

１次指導 
（携帯端末内で処理可能） 

２次指導 
（データセンター通信が必要） 

科研費特定領域研究「情報爆発ＩＴ基盤」（領域代表：喜連川優） 
「センサーネットワーク予防医療研究」（研究代表：須藤 修） 
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Cloud 

行政 

住民 

企業 

共創的地域生活圏の構築 

新たなコミュニティの創造 

 
スマートグリッド 

再生可能エネルギー 
需給 システム 
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健康管理 
予防医療 

Data Grid 
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